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運用報告書（全体版） 

米国エネルギーＭＬＰオープン
（毎月決算型）為替ヘッジあり 
 

愛称：エネルギー・ラッシュ 

 
 

第100期（決算日：2021年11月15日） 

第101期（決算日：2021年12月13日） 

第102期（決算日：2022年１月13日） 

第103期（決算日：2022年２月14日） 

第104期（決算日：2022年３月14日） 

第105期（決算日：2022年４月13日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国エネルギーＭＬＰオープン

（毎月決算型）為替ヘッジあり」は、去る４月13日に

第105期の決算を行いましたので、法令に基づいて第

100期～第105期の運用状況をまとめてご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／その他資産 

信託期間 2023年６月９日まで（2013年６月28日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定し
たインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

米国エネルギー 
ＭＬＰオープン 
（毎月決算型） 
為替ヘッジあり 

ＵＳエネルギーＭＬＰファンド
受益証券およびマネー・プール 
マザーファンド受益証券 

ＵＳエネルギー 
ＭＬＰファンド 

主にエネルギーや天然資源に関
連するＭＬＰ（マスター・リミ
テッド・パートナーシップ）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・主にエネルギーや天然資源に関連する
ＭＬＰ等を主要投資対象とします。 

・外貨建（米ドル建）資産について、原則とし
て対円で為替ヘッジを行い、為替変動リス
クの低減をはかります。 

主な組入制限 

・投資信託証券への投資割合には、制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合には、制限を設け
ません。 

分配方針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。）原則として
安定した分配を継続することを目指します
が、基準価額水準や分配対象収益を勘案し、
委託会社が決定する額を付加して分配を行う
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
◎運用のポイント：クオリティの高いＭＬＰに注目
当作成期については、物価上昇（インフレ）が高止ま
りし金融政策の正常化が加速する環境下においても着
実なリターンを追求するべく、ポートフォリオ全体の
クオリティを高める銘柄入れ替えを実施しました。具
体的には、大型で事業分散度が高く、キャッシュ・フ
ロー頑健性が高い銘柄の組入れ比率を高めました。ま
た、世界的な脱炭素機運の高まりを受け、再生エネル
ギー関連のインフラ事業に従事する企業の組入れを開
始しました。足下では、ロシアによるウクライナ侵攻
の影響で、エネルギー価格上昇への懸念が強まってい
ます。こうした中、政治的に安定した北米のエネル
ギー資産の価値が高まる可能性があり、ＭＬＰ市場は
魅力的な投資機会を提供していると考えます。

◎投資環境と今後の運用方針
ロシア・ウクライナ情勢の先行きはまだ不透明である
ものの、エネルギー大国であるロシアによる軍事進攻
を受け、今後は多くの国や地域においてエネルギー安
全保障政策の見直しが進むと考えます。特にロシアへ
のエネルギー依存度が高い欧州では、「脱ロシア」を

進めるために液化天然ガス（ＬＮＧ）の輸入を増やす
ことが予想されます。当ファンドの主な投資先である
米国のＬＮＧ輸出産業の成長は目覚ましく、2021年
はオーストラリア・カタールに次いで世界３位の輸出
国となりました。今後、米国のＬＮＧ輸出は増勢を維
持する見通しであり、2022年中にも世界一のＬＮＧ
輸出国となる可能性があります。このことは、ＬＮＧ
関連設備や天然ガスの輸送・貯留設備を有するＭＬＰ
にとっても追い風になると考えます。世界的にエネル
ギー安全保障への関心が高まる中、政治的に安定した
北米のエネルギー資産の価値が高まる可能性がありま
す。引き続き、積極的な投資姿勢を維持する方針です。

ニューバーガー・バーマン・インベストメント・アドバイザーズ・エルエルシー
プライベート・アセット・マネジメント・グループ
ラクリン・グループ
マネージング・ディレクター
ダグラス A. ラクリン

マネージング・ディレクター
パオロ R. フラッタロリ

上記は、ニューバーガー・バーマン・インベストメント・アドバイザーズ・エルエルシーの資料を基に、三菱ＵＦＪ国
際投信が作成したものです。

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

 76期(2019年11月13日) 3,821 30 △ 4.3 － － 98.1 4,892 

 77期(2019年12月13日) 3,852 30 1.6 － － 99.4 4,528 

 78期(2020年１月14日) 3,999 30 4.6 － － 98.8 4,581 

 79期(2020年２月13日) 3,711 15 △ 6.8 － － 98.1 4,132 

 80期(2020年３月13日) 1,855 15 △49.6 － － 98.1 2,039 

 81期(2020年４月13日) 2,059 15 11.8 － － 97.5 2,286 

 82期(2020年５月13日) 2,456 15 20.0 － － 98.8 2,743 

 83期(2020年６月15日) 2,720 15 11.4 － － 98.0 3,152 

 84期(2020年７月13日) 2,424 15 △10.3 － － 97.3 2,762 

 85期(2020年８月13日) 2,634 15 9.3 － － 99.5 2,999 

 86期(2020年９月14日) 2,264 15 △13.5 － － 98.2 2,532 

 87期(2020年10月13日) 2,296 10 1.9 － － 98.0 2,505 

 88期(2020年11月13日) 2,427 10 6.1 － － 97.9 2,585 

 89期(2020年12月14日) 2,976 10 23.0 － － 98.0 3,023 

 90期(2021年１月13日) 3,063 10 3.3 － － 97.9 3,012 

 91期(2021年２月15日) 3,058 10 0.2 － － 98.9 2,877 

 92期(2021年３月15日) 3,413 10 11.9 － － 98.5 3,113 

 93期(2021年４月13日) 3,266 10 △ 4.0 － － 97.9 2,925 

 94期(2021年５月13日) 3,537 10 8.6 － － 99.3 3,065 

 95期(2021年６月14日) 3,903 10 10.6 － － 98.7 3,295 

 96期(2021年７月13日) 3,772 10 △ 3.1 － － 98.5 3,079 

 97期(2021年８月13日) 3,577 10 △ 4.9 － － 98.2 2,862 

 98期(2021年９月13日) 3,523 10 △ 1.2 － － 97.8 2,702 

 99期(2021年10月13日) 3,872 10 10.2 － － 100.3 2,841 

100期(2021年11月15日) 3,853 10 △ 0.2 － － 98.8 2,726 

101期(2021年12月13日) 3,641 10 △ 5.2 － － 98.5 2,510 

102期(2022年１月13日) 3,834 10 5.6 － － 97.2 2,552 

103期(2022年２月14日) 3,819 10 △ 0.1 － － 98.5 2,500 

104期(2022年３月14日) 4,026 10 5.7 － － 99.8 2,572 

105期(2022年４月13日) 4,206 10 4.7 － － 98.8 2,619 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。   
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第100期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年10月13日 3,872 － － － 100.3 

10月末 3,875 0.1 － － 97.6 

(期  末)      

2021年11月15日 3,863 △0.2 － － 98.8 

第101期 

(期  首)      

2021年11月15日 3,853 － － － 98.8 

11月末 3,723 △3.4 － － 97.1 

(期  末)      

2021年12月13日 3,651 △5.2 － － 98.5 

第102期 

(期  首)      

2021年12月13日 3,641 － － － 98.5 

12月末 3,642 0.0 － － 98.1 

(期  末)      

2022年１月13日 3,844 5.6 － － 97.2 

第103期 

(期  首)      

2022年１月13日 3,834 － － － 97.2 

１月末 3,753 △2.1 － － 98.7 

(期  末)      

2022年２月14日 3,829 △0.1 － － 98.5 

第104期 

(期  首)      

2022年２月14日 3,819 － － － 98.5 

２月末 3,874 1.4 － － 98.1 

(期  末)      

2022年３月14日 4,036 5.7 － － 99.8 

第105期 

(期  首)      

2022年３月14日 4,026 － － － 99.8 

３月末 4,212 4.6 － － 96.6 

(期  末)      

2022年４月13日 4,216 4.7 － － 98.8 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

運用経過
第100期～第105期：2021年10月14日～2022年４月13日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

2,000

3,000

4,000

5,000

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

2021/10/13 2021/12/10 2022/２/９ 2022/４/11

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第100期首 3,872円
第105期末 4,206円
既払分配金 60円
騰 落 率 10.3％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

基準価額は当作成期首に比べ10.3％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

ウクライナ侵攻によるロシアへの経済制裁などにより、原油や天
然ガス価格などの商品市況の上昇を受けて、ＭＬＰ等の価格が上
昇したことが基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

第100期～第105期：2021年10月14日～2022年４月13日

投資環境について

ＭＬＰ市況の推移（当作成期首を100として指数化）

80

100

120

140

2021/10/12 2021/12/９ 2022/２/８ 2022/４/８

Alerian MLP Total Return Index

ＭＬＰ市況
作成期を通してみると、ＭＬＰ市況は上
昇しました。
米国の金融引き締めは市況の上値を抑え
たものの、ロシアの軍事侵攻による経済
制裁などにより、商品市況が上昇したこ
となどから、ＭＬＰ市況も上昇しました。

（注）「Alerian MLP Total Return Index」は、Alerianの登録商標であり、Alerianからの使用許諾に基づき使用して
います。

（注）現地日付ベースで記載しております。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、足
下のコール・レートは－0.010％となり
ました。

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

当該投資信託のポートフォリオについて

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月
決算型）為替ヘッジあり
米ドル建の外国投資信託であるＵＳエネ
ルギーＭＬＰファンド受益証券を高位に
組み入れ、マネー・プール　マザーファ
ンド受益証券への投資も行いました。
外貨建（米ドル建）資産については対円
で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減をはかりました。

ＵＳエネルギーＭＬＰファンド
主にエネルギーや天然資源に関連するＭ
ＬＰ等に投資を行いました。
ポートフォリオの構築に際しては、基本
的にボトムアップ・アプローチによる独
自のファンダメンタルズ分析を活用し、
長期的な資産価値の創出が可能であり、
支払われる分配金（株式に投資した場合
における配当等を含みます）の増加が見
込まれる銘柄等に投資を行いました。
ＭＬＰ等の組入比率は、高位を維持しま
した。
個別証券の投資割合は、純資産総額の
10％以内としました。
2023年１月１日から米国においてＭＬＰ
の取引にかかる新たな源泉徴収制度が施
行される予定です。同制度では、原則と
して外国人投資家が保有するＭＬＰの売
却額の10％相当が源泉徴収の対象となり

ます。これらの影響に加えて世界的な脱
炭素機運の高まりなども考慮し、当作成
期において、大型で事業分散度が高く
キャッシュ・フロー頑健性が高い銘柄や、
再生エネルギー関連のインフラ事業に従
事する銘柄などを新規に組み入れた一方
で、同制度の源泉徴収対象となる銘柄の
売却を実施しました。

マネー・プール　マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、分配金額を決
定します。原則として安定した分配を継続することを目指しますが、基準価額水準や分配対象収
益を勘案し、委託会社が決定する額を付加して分配を行うことがあります。この結果、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第100期

2021年10月14日～
2021年11月15日

第101期
2021年11月16日～
2021年12月13日

第102期
2021年12月14日～
2022年１月13日

第103期
2022年１月14日～
2022年２月14日

第104期
2022年２月15日～
2022年３月14日

第105期
2022年３月15日～
2022年４月13日

当期分配金
（対基準価額比率）

10
（0.259％）

10
（0.274％）

10
（0.260％）

10
（0.261％）

10
（0.248％）

10
（0.237％）

当期の収益 10 10 10 10 10 10

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 1,110 1,116 1,122 1,125 1,130 1,137

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月
決算型）為替ヘッジあり
引き続き、米ドル建の外国投資信託であ
るＵＳエネルギーＭＬＰファンド受益証
券を主要投資対象とします。外貨建（米
ドル建）資産については原則として対円
で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減をはかります。また、マネー・プー
ル　マザーファンド受益証券への投資も
行います。

ＵＳエネルギーＭＬＰファンド
引き続き、主にエネルギーや天然資源に
関連するＭＬＰ等に投資を行います。
ポートフォリオの構築に際しては、基本
的にボトムアップ・アプローチによる独
自のファンダメンタルズ分析を活用し、
長期的な資産価値の創出が可能であり、
支払われる分配金（株式に投資した場合
における配当等を含みます）の増加が見
込まれる銘柄等に投資を行う方針です。
投資先のキャッシュ・フロー創出力や財
務健全性に注意を払った銘柄選択を継続
する方針です。

マネー・プール　マザーファンド
消費者物価の前年比は依然として２％を
大きく下回っており、今後も日銀による
金融緩和政策が継続すると想定されるこ
とから、短期金利は引き続き低位で推移
すると予想しています。以上の見通しに
より、コール・ローン等への投資を通じ
て、安定した収益の確保をめざした運用
を行う方針です。
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2021年10月14日～2022年４月13日

１万口当たりの費用明細

項目
第100期～第105期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 23 0.592 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (7) (0.192) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (15) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.017) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.006 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.000) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 23 0.598

作成期中の平均基準価額は、3,863円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.39％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.39

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.20

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.91

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.28

総経費率
2.39％

当ファンド
1.20％

投資先
ファンド
1.19％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.91％

運用管理費用以外
0.28％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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○売買及び取引の状況 (2021年10月14日～2022年４月13日) 

 

 

銘 柄 
第100期～第105期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

アメリカ 千口 千アメリカドル 千口 千アメリカドル  
 ＵＳエネルギーＭＬＰファンド 417,237 1,432 2,156,029 7,469  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年10月14日～2022年４月13日) 

 

＜米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 

第100期～第105期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 8,875 134 1.5 8,455 43 0.5 

為替直物取引 94 － － 800 78 9.8 
 
 
 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年４月13日現在) 

 

 

銘 柄 

第99期末 第105期末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 千口 千口 千アメリカドル 千円 ％ 

ＵＳエネルギーＭＬＰファンド 7,228,446 5,489,654 20,597 2,587,418 98.8 

合 計 7,228,446 5,489,654 20,597 2,587,418 98.8 
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 比率は米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジありの純資産総額に対する比率。 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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銘 柄 
第99期末 第105期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 996 996 1,000 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年４月13日現在) 

項 目 
第105期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,587,418 90.8 

マネー・プール マザーファンド 1,000 0.0 

コール・ローン等、その他 262,094 9.2 

投資信託財産総額 2,850,512 100.0 
 

（注） 作成期末における外貨建純資産（2,635,252千円）の投資信託財産総額（2,850,512千円）に対する比率は92.4％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝125.62円    

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第100期末 第101期末 第102期末 第103期末 第104期末 第105期末 

2021年11月15日現在 2021年12月13日現在 2022年１月13日現在 2022年２月14日現在 2022年３月14日現在 2022年４月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 5,373,895,353   5,003,828,939   4,992,379,700   4,971,567,583   5,137,362,171   5,216,305,314   

 コール・ローン等 45,468,942   58,095,752   113,173,629   54,114,265   65,128,659   226,821,365   

 投資信託受益証券(評価額) 2,693,031,400   2,473,792,670   2,480,939,561   2,463,931,280   2,567,159,415   2,587,418,125   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,000,199   1,000,199   1,000,199   1,000,199   1,000,100   1,000,100   

 未収入金 2,634,394,812   2,470,940,318   2,397,266,311   2,452,521,839   2,504,073,997   2,401,065,724   

(B) 負債 2,647,481,406   2,493,462,989   2,440,054,880   2,470,872,002   2,565,357,668   2,596,565,109   

 未払金 2,624,633,711   2,478,730,173   2,427,572,451   2,454,368,412   2,553,747,916   2,574,099,838   

 未払収益分配金 7,075,700   6,893,932   6,656,530   6,548,314   6,388,890   6,228,118   

 未払解約金 12,725,430   5,433,520   3,317,335   7,312,498   2,904,151   13,678,043   

 未払信託報酬 3,018,573   2,383,293   2,485,533   2,618,526   2,295,453   2,535,594   

 未払利息 55   12   26   20   14   48   

 その他未払費用 27,937   22,059   23,005   24,232   21,244   23,468   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,726,413,947   2,510,365,950   2,552,324,820   2,500,695,581   2,572,004,503   2,619,740,205   

 元本 7,075,700,865   6,893,932,524   6,656,530,103   6,548,314,676   6,388,890,835   6,228,118,941   

 次期繰越損益金 △4,349,286,918   △4,383,566,574   △4,104,205,283   △4,047,619,095   △3,816,886,332   △3,608,378,736   

(D) 受益権総口数 7,075,700,865口 6,893,932,524口 6,656,530,103口 6,548,314,676口 6,388,890,835口 6,228,118,941口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,853円 3,641円 3,834円 3,819円 4,026円 4,206円 
 
   

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

2021年10月14日～ 
2021年11月15日 

2021年11月16日～ 
2021年12月13日 

2021年12月14日～ 
2022年１月13日 

2022年１月14日～ 
2022年２月14日 

2022年２月15日～ 
2022年３月14日 

2022年３月15日～ 
2022年４月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 16,195,490   13,427,171   10,724,560   10,831,467   9,583,724   11,007,442   

 受取配当金 16,439,331   13,554,297   10,748,602   10,897,203   9,657,031   11,029,251   

 受取利息 82   668   2,281   40   3,039   818   

 支払利息 △      243,923   △      127,794   △       26,323   △       65,776   △       76,346   △       22,627   

(B) 有価証券売買損益 △   19,388,949   △  150,052,172   126,721,887   △   11,745,262   130,518,170   109,513,305   

 売買益 2,898,382,807   2,537,878,135   2,600,894,730   2,522,389,390   2,592,954,888   2,814,740,291   

 売買損 △2,917,771,756   △2,687,930,307   △2,474,172,843   △2,534,134,652   △2,462,436,718   △2,705,226,986   

(C) 信託報酬等 △    3,046,510   △    2,405,352   △    2,510,000   △    2,645,658   △    2,318,152   △    2,563,745   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    6,239,969   △  139,030,353   134,936,447   △    3,559,453   137,783,742   117,957,002   

(E) 前期繰越損益金 △1,310,990,312   △1,287,211,931   △1,378,792,342   △1,225,013,480   △1,197,546,773   △1,031,573,779   

(F) 追加信託差損益金 △3,024,980,937   △2,950,430,358   △2,853,692,858   △2,812,497,848   △2,750,734,411   △2,688,533,841   

 (配当等相当額) (    599,468,813)  (    584,504,680)  (    565,025,801)  (    556,585,747)  (    544,145,926)  (    531,753,495)  

 (売買損益相当額) (△3,624,449,750)  (△3,534,935,038)  (△3,418,718,659)  (△3,369,083,595)  (△3,294,880,337)  (△3,220,287,336)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △4,342,211,218   △4,376,672,642   △4,097,548,753   △4,041,070,781   △3,810,497,442   △3,602,150,618   

(H) 収益分配金 △    7,075,700   △    6,893,932   △    6,656,530   △    6,548,314   △    6,388,890   △    6,228,118   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △4,349,286,918   △4,383,566,574   △4,104,205,283   △4,047,619,095   △3,816,886,332   △3,608,378,736   

 追加信託差損益金 △3,024,980,937   △2,950,430,358   △2,853,692,858   △2,812,497,848   △2,750,734,411   △2,688,533,841   

 (配当等相当額) (    599,468,813)  (    584,504,680)  (    565,025,801)  (    556,585,747)  (    544,145,926)  (    531,753,495)  

 (売買損益相当額) (△3,624,449,750)  (△3,534,935,038)  (△3,418,718,659)  (△3,369,083,595)  (△3,294,880,337)  (△3,220,287,336)  

 分配準備積立金 186,431,000   185,357,231   182,258,210   180,288,877   177,980,005   176,822,435   

 繰越損益金 △1,510,736,981   △1,618,493,447   △1,432,770,635   △1,415,410,124   △1,244,131,926   △1,096,667,330   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 7,337,915,119円 

作成期中追加設定元本額 191,332,246円 

作成期中一部解約元本額 1,301,128,424円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.4206円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は3,608,378,736円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年10月14日～ 
2021年11月15日 

2021年11月16日～ 
2021年12月13日 

2021年12月14日～ 
2022年１月13日 

2022年１月14日～ 
2022年２月14日 

2022年２月15日～ 
2022年３月14日 

2022年３月15日～ 
2022年４月13日 

費用控除後の配当等収益額 13,148,954円 11,021,798円 10,528,773円 8,185,798円 9,425,158円 10,773,372円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 599,468,813円 584,504,680円 565,025,801円 556,585,747円 544,145,926円 531,753,495円 

分配準備積立金額 180,357,746円 181,229,365円 178,385,967円 178,651,393円 174,943,737円 172,277,181円 

当ファンドの分配対象収益額 792,975,513円 776,755,843円 753,940,541円 743,422,938円 728,514,821円 714,804,048円 

１万口当たり収益分配対象額 1,120円 1,126円 1,132円 1,135円 1,140円 1,147円 

１万口当たり分配金額 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

収益分配金金額 7,075,700円 6,893,932円 6,656,530円 6,548,314円 6,388,890円 6,228,118円 
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米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり

○分配金のお知らせ  

 第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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